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研究成果の概要（和文）：北部薩南海域ではカタクチイワシの仔魚が最も優占して出現していた。一方、2016年
まではマアジが多く出現していたが、2018年以降、マサバが急増した。これまで本海域はゴマサバの主産卵場で
あることが知られていたが、今回の成果は本海域において魚種交替、近年みとめられているマサバの資源量増加
の兆候をとらえたものと考えられた。鹿児島湾の湾口部ではおよそ2週間おきに大隅半島に沿って北へと黒潮分
岐流の流入が起きていた。この流入に伴い湾口部で大規模な湧昇が生じており、いずれの種の仔魚も湾口部で出
現数は多かった。食性は種間で明瞭に異なっており、マサバはカイアシ類に加え、高い割合で尾虫類を摂餌して
いた。

研究成果の概要（英文）：To evaluate the importance of the northern Satsunan area as a spawning and 
nursery ground for small pelagic migratory fish (Engraulis japonicus, Trachurus japonicus, and 
Scomber japonicus), we investigated their early life history characteristics. E. japonicus larvae 
were dominantly occurred. The number of S. japonicus larvae started to increase in 2016, 
corresponding to the population dynamics of the Pacific stock of the species, which has shown 
increasing trends in recent years. Densities of larvae were consistently higher in the bay 
(upwelling area) than in the strait (non-upwelling area). Their diet clearly differed among species.
 In addition to copepods, S. japonicus larvae fed substantially on appendicularians. The trophic 
pathway involving appendicularians might support the feeding habits of S. japonicus, promoting its 
coexistence with other species. Our results provide insights for the fisheries management for small 
pelagic migratory fish in the Japanese Pacific coastal area.

研究分野： 水産資源学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
資源高水準期になると、北部薩南海域にはマイワシの最大規模の産卵場が形成されることが知られている。マサ
バでも同様の傾向がみられることが分かった。本海域はカタクチイワシ、マアジ、ゴマサバ、資源高水準期のマ
サバ、マイワシといった多獲性浮魚類の重要な産卵場として利用されていることが明らかとなった。
太平洋沿岸域において黒潮の上流に位置し、かつ、従来考えられてきた東シナ海の主要な産卵場に比べて近接す
る北部薩南海域は、我が国の太平洋沿岸域の水産資源を支える鍵となる海域である。今回得られた成果は、今後
我が国の太平洋沿岸の多獲性浮魚類の資源管理施策を講じていく上で重要な知見であり、学術的かつ社会的意義
は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（１）多獲性浮魚類であるマアジ、マサ
バは台湾の北東海域と、黒潮の上流域に
大規模な産卵場を形成し、仔稚魚が黒潮、
対馬海流を利用して下流域へ分散、加入
することにより、我が国沿岸の漁業生産
を支えていると考えられている。一方、
本研究で対象とする北部薩南海域はこう
した多獲性浮魚類の再生産の場としてこ
れまでほとんど注目されてこなかった
（図 1）。 
 
（２）申請者は 2015 年以降、本海域で実
施している調査により、北部薩南海域が
多くの多獲性浮魚類にとって重要な産卵
場および成育場として利用されているこ
とを確認した。仔稚魚の黒潮を介した長
期にわたる分散には飢餓や被食による死
亡率の上昇等の高いリスクが伴うため、
これまで各種の主要な産卵場と考えられ
てきた東シナ海に比べ距離的に近い北部
薩南海域は、我が国の太平洋沿岸域の水
産資源の再生産を支えるホットスポットで
ある。 
 
２．研究の目的 
（１）多獲性浮魚類（カタクチイワシ、マアジ、マサバ）の初期生活史特性を明らかにすること
により、これらの魚類が北部薩南海域を産卵場及び成育場としてどのように利用しているのか
精査する。 
 
（２）鹿児島湾の湾口部では、黒潮由来の外洋水の流入に伴い大規模な湧昇が起きる。湧昇に伴
い生じる本海域に特有の低次生産構造について明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）北部薩南海域に設定する 15 定点で、冬季（3−4 月に合計 2 週間）に鹿児島大学附属練習
船・南星丸で野外調査を実施する。 
 
（２）各定点で仔稚魚を採集し、CTD により環境データを記録する。仔稚魚に関して外部形態に
よる種判別が困難な場合は、種判別に遺伝的手法を用いる。そして、各定点における対象種 3種
の出現状況を明らかにする。 
 
（３）対象種 3 種の耳石を使用し、成長履歴を推定する。食性について理解するために、従来の
実体顕微鏡下での消化管内容物の検鏡による解析方法に加え、DNA メタバーコーディング解析、
仔稚魚の炭素・窒素安定同位体比分析を実施し、総合的に評価する。 
 
（４）初期生活史特性を主要な産卵場である東シナ海の先行研究の結果と比較し、北部薩南海域
が成育場として好適な環境であることを証明する。 
 
（５）各定点で動植物プランクトンの採集を行い、種組成とバイオマスについて明らかにする。
さらに、POM、仔稚魚の餌の炭素起源と予想される動植物プランクトンについて安定同位体分析
を行い、低次生産構造について再現する。 
 
４．研究成果 
（１）本海域において、カタクチイワシの仔魚が最も優占して出現していた。出現数は湾外（大
隅海峡）に比べ鹿児島湾の湾口部で圧倒的に多かった。湾口部と湾外で仔魚の成長を比較したと
ころ、水域間で違いはみられなかった。仔魚の主要な餌生物は、カラヌス目を主としたカイアシ
類であった（引用文献①）。 
 
（２）マアジの仔魚の出現数は年により大きく変動していた。カタクチイワシ同様、仔魚は湾外

図 1.北部薩南海域と多獲性浮魚類の主要な産

卵場 
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に比べ湾口部で多く出現していた。湾口部と湾外で仔魚の成長を比較したところ、水域間で違い
はみられなかった。仔魚はカラヌス目に加え、ポエキロストム目、キクロプス目のカイアシ類を
主な餌として利用していた（引用文献①）。 
 
（３）マサバの仔魚の出現数は 2016 年から増加しはじめ、その傾向は 2018 年以降特に顕著であ
った。これまで北部薩南海域はゴマサバの重要な産卵場及び生息域と考えられていた。マサバと
ゴマサバの仔魚を外部形態の特徴を基に正確に種同定することが不可能であったため、採集し
た仔魚を PCR-RFLP 法により種同定したところ、その大部分がマサバの仔魚であることが分かっ
た（図 2）。資源高水準期になるとマサバの大規模な産卵場が北部薩南海域に形成されるものと
推察された。マサバの仔魚は全域に広く出現したが、ゴマサバの仔魚は湾内ではほとんど出現し
なかった（図 2）。 北部薩南海域のマサバの仔魚の個体数密度、成長は東シナ海のものと匹敵し
ていた。仔魚はカラヌス目、ポエキロストム目のカイアシ類に加え、尾虫類を高い割合で摂餌し
ていた（引用文献②）。 
 
（４）採集前 3 日間の耳石の輪紋幅を成長の指
標として、海洋環境（水温、塩分、餌密度）との
間で関連を調べたところ、マサバで水温との間
に正の相関関係がみとめられた。これは本海域
においてマサバの仔魚の餌は十分に存在してお
り、水温が成長の律速要因となっていることを
示している。 
 
（５）冬季から春季にかけて、鹿児島湾の湾口部
ではおよそ 2 週間おきに大隅半島に沿って北へ
と黒潮分岐流の流入が起きていた（引用文献
③）。この流入に伴い、湾内の栄養塩を多く含む
底層水が湾外へと流出し、その際に湾口部で大
規模な湧昇が生じていた（引用文献③）。この湧
昇は植物プランクトンのブルームを引き起こ
し、結果として仔魚の重要な餌である動物プラ
ンクトンが増加すると考えられた。仔魚が湾口
部で多く出現していたことから、湧昇は仔魚に
とって好適な餌料環境を提供していると推察さ
れた。 
 
（６）今後、本海域で孵化した仔魚がどのような
経路で、またどれくらいの割合で太平洋沿岸 域
に加入し、漁獲されているのか数値モデル等に
より推定することにより、北部薩南海域が太平
洋沿岸域の多獲性浮魚類の産卵場、成育場とし
て果たしているインパクトについて明らかにす
る必要がある。 
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図 2.マサバ（S. japonicus）とゴマサバ

（S. australasicus）の出現割合．KBは

鹿児島湾の湾口部，OS は大隅海峡 
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